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ネイチャー関連データ（⽣物多様性・⽣態系サービス情報）のバリューチェーン

⽣データ、前処理、解析、サービスの順に
データの付加価値が増⼤することを⽰す。



データ収集（地球観測・⾃然環境調査）
Data generation 

データ分析
Data analysis

データ加⼯・処理
Data processing

データ公開・配信
Data distribution

データ整備・統合
Data curation

データアプリケーション開発
Data application

データ利⽤者
Data users

データ価値の⻑期的維持
データの再利⽤を促す注釈付（メタデータ整備）
それらの公開を含む

論⽂発表

国の予算による基盤データ収集
アカデミア

⺠間企業・⾃治体・市⺠

データの⼀次⽣産は
公的枠組みによる

データの主要消費者は研究者

データ消費（アウトプット）が
データ⼀次⽣産に循環していない
③データバリューチェンのミッシング・リンク ①データキュレーションとの

リンクが脆弱

②ユーザ⽬線が希薄なデータ提供

データが加⼯・処理、分析され消費されていくプロセス データの⾷物網

ネイチャー関連データのサプライチェーンとシステムの脆弱性



⽣物多様性ビッグデータ

More than 500,000 species of plants and animals on earth 
(200,000 species in ocean + 300,000 species on terrestrial)

東アジア島嶼の⽇本



⽇本の陸域の⽣物多様性の可視化︓野⽣植物・動物の種数ホットスポット
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⾙類 甲殻類

イシサンゴ類 海草藻類

Red and yellow areas indicate richness in the number of 
species.

⽇本の沿岸海域の⽣物多様性の可視化︓海産⽣物の種数ホットスポット
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⽇本の沖合海域の⽣物多様性の可視化︓海洋⽣物の種数ホットスポット

Red and yellow areas indicate richness in the number of species.



Red and yellow areas indicate high species richness

千葉市: 
維管束植物の種数分布

⽣物多様性デジタルツイン
空間解像度20m
時間更新頻度３ヶ⽉

横浜市: 
維管束植物の種数分布

熊本県: 
維管束植物の種数分布

⼋重⼭諸島: 
イシサンゴ類の種数分布



Priority rank

⽣物多様性の保全優先度ランクマップ

Spatial data of conservation importances based on biodiversity loss risk values

provides fundamental information for considering sustainable use of natural capital.

Biodiversity loss risk values

High riskLow risk

陸海の空間計画︓ネイチャーの保全再⽣の優先エリア・開発の回避エリアを可視化



横浜市: ⽣物多様性の保全優先度ランクマップ
Red and yellow areas indicate priority areas in terms of plant biodiversity 
conservation.

Spatial resolution: species distribution at 20m scale
Temporal resolution: updateable in 3-month



J-BMP Global

Biodiversity value and conservation info

⽣物多様性可視化プラットフォーム
Japan Biodiversity Mapping Project: J-BMP

https://biodiversity-map.thinknature-japan.com/en/



ネイチャーの可視化に関するニーズの⾼まり

⾃然資本の劣化

評価データ・ツールに関する
要望

地球観測

⾃然環境
⽣物多様性・⽣態系
モニタリング

⽣態系変化・劣化
の把握

TNFD
SBTN

ビジネスにおける
ネイチャー関連の
リスクと機会の評価サイエンスと

ビジネス/⾦融セクターの接点



SBTNとTNFD
ビジネスによるネイチャーの損失を抑⽌しネイチャーポジテイブへ貢献すること
事業のネイチャーへのインパクトと依存度を把握してサステナブルな社会経済活動を⽬指す

TNFDの場合
⾃然関連リスク・機会が財務パフォーマンスに与える影響
開⽰を求める

SBTNの場合
事業が⾃然に与える影響を把握して
ネイチャーポジテイブまで⽬指す



今後の10年 公的枠組みによる地球観測はどうあるべきか︖

今後10年で起こること

ネイチャー関連情報サービス市場が形成される

この観点から、地球観測を戦略化すべき

・データジェネレータ⽬線とデータコンシューマー⽬線の統合

・ジョブ理論ベースの地球観測データのマーケティング

・⺠間との戦略的連携︓
リスクマネーを引き受けるスタートアップの必要性

⽣物多様性市場を創出する
基盤データ＆テクノロジープラットフォームが形成される

GAFAに続く
ネイチャー・プラットフォーマーは誰か︖︕



データ収集（地球観測・⾃然環境調査）
Data generation 

データ分析
Data analysis

データ加⼯・処理
Data processing

データ公開・配信
Data distribution

データ整備・統合
Data curation

データアプリケーション開発
Data application

データ利⽤者
Data users

データ価値の⻑期的維持
データの再利⽤を促す注釈付（メタデータ整備）
それらの公開を含む

論⽂発表

⺠間企業・⾃治体・市⺠

データの⼀次⽣産は
官⺠連携枠組みになる

③サプライチェーンのサーキュラー化

①キュレーションサービス②システムエンジニア
セールスエンジニア
両⽬線のデータ提供

ネイチャー関連データバリューチェーンのエコシステム化

データ⽣成ビジネス
Data generator


